





































The Present State of the Stepfamily and Needs of Child and Family Welfare











































平成に入った 1989 年に増加しはじめていた離婚件数は 2002 年をピークに年々減少し，2018
年の推計値で 20 万 7000 組，離婚率は 1.66 と示されている。また，2009 年の「同年別居の年
齢階級別離婚率及び有配偶離婚率の年次推移」15）によると，同居解消をした年齢は男女とも





1 参照）によると，婚姻件数は 2000 年から年々減少し，2015 年では 63 万 5000 件，そのうち「夫
婦とも初婚」は統計史上最も少なく 46 万 5000 件，「夫婦とも再婚またはどちらか一方が再婚」




2017 年の「前婚解消後から再婚までの期間別にみた年次別再婚件数百分率」（図 2 参照）18）に








未満での再婚も全体の 3 ～ 4 割を占め決して少なくない。
　さらに，「平成 27 年国勢調査」19）によると，「ひとり親と子どもから成る世帯」は，2000 年
に 354 万 6000 世帯だったのが 2015 年では 474 万 7000 世帯へ増加し，2010 年からの 5 年間で
5.0％増加していることから，再婚の形態が「子連れ再婚」である可能性も高くなってきてい
るといえる。
















































































結果等について」24）の第 1 次報告から第 14 次報告までの総計により傾向を分析する。尚，こ
こでは「ステップのダイナミックスはカップルが交際し始めた時点で始まる」25）との言及から，
実母の交際相手も継親子関係があるとみなすことにする（表 3 参照）。
　まず，「心中以外の虐待死における主たる加害者」について，養母 2 人（0.3％），養父 7 人
─ 29 ─
わが国におけるステップファミリーの現状と子ども家庭福祉の課題
（1.0％），継母 6 人（0.8％），継父 10 人（1.4％），実




とめると 95 人（13.1％）で全体の 1 割弱であった。
また，近年の傾向として，第 13 次及び第 14 次報告
の「心中以外の虐待死における主たる加害者」を「3
歳未満と 3 歳以上」26）で分類した結果（表 4 参照），
特に，第 13 次報告の 3 歳以上において，養父 1 人（7.1
％），継父 1 人（7.1％），実母の交際相手 1 人（7.1％），



















等について　第 14 次報告」2018 年 18
頁を参考に筆者作成。
抽出：社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会「子ども虐待によ
る死亡事例等の検証結果等について　第 14 次報告」2018 年 19 頁及び同委員会「子ども虐





明らかとなっていた。また，近藤真由子 28）は，2009 年度から 2010 年度における市町村で対
応した養護相談・通告事例 62 家族の困難状況を分析した結果，家族関係の状況では「父母の








































































































死亡事例等の検証結果等について」（第 14 次報告）2018 年 8 月によると，心中以外の虐待死における加害
者は，14 年間の総計で実母 404 人（55.6%），次いで実父 114 人（15.7%）となっている。
2） 例えば，恋愛関係にあるひとり親をめぐる虐待関連記事として，朝日新聞夕刊 2019 年 6 月 6 日付 8 面記事
「2 歳女児虐待死　傷害容疑　母と交際相手逮捕」では，2 歳女児に対し，母親と交際相手が暴行し怪我を
負わせ衰弱死させた疑いで逮捕され。また，朝日新聞朝刊 2019 年 9 月 2 日付 23 面記事「児相，保護に踏
み切らず」では，鹿児島県出水市のアパートで 4 歳女児が同居する母親の交際相手に殴られ死亡し逮捕さ
れている，さらに，ステップファミリー内での虐待死記事として，朝日新聞朝刊 2019 年 9 月 20 日付 34 面
記事「9 歳遺棄容疑　父逮捕」では，養父が 9 歳男児を絞殺し遺棄した容疑で逮捕されている。
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